
 

３年 算数 

一人でも計算はかせになれるよ 

「たし算・ひき算のひっ算」 

  

 

 

  

 ３年 組 

（           ） 



たし算のひっ算はかせになれるよ no1（ふく習へん） 

３年  組（                ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ このもんだいで分かっていることをせい理しよう。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数えぼうでたしかめながら、３８＋５６のひっ算のしかたを思い出そう。 

 

          ＜ 数えぼう ＞              ＜ ひっ算 ＞ 

① まず、   と を分けて、へやに入れるよ。   （ くらい ）をそろえてかくんだった。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

位 

   

   

   

Ｐ３８    そうたさんとこはるさんは、文ぼう具を買いに行きました。 

 

 

 

 

 

 

そうたさんは、えんぴつと消しゴムを買います。何円になりますか。 

・文ぼう具コーナーには、えんぴつと消しゴムとノート と下じきの４つがおいてある。 

・そうたさんが買うのは、えんぴつと消しゴムなので、ノートと下じきは考えない。 

・ねだんは、えんぴつ（ ３８ ）円、消しゴム（ ５６ ）円で、どちらも（ ２ ）けた。 

・この２つをあわせるので、（ たし 算）になる。 しき（  ３８ ＋ ５６   ）  

・（ ２ ）けたどうしのたし算を頭の中で考えるのは、むずかしかった。 

・でも、（ １ ）けたどうしのかんたんなたし算にできた。それは、（ ひっ 算 ）だ。 

・このもんだいもたし算のひっ算で計算してみよう。 
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 ② つぎに、  をあわせるよ。         （ 一 ）のくらいから計算するんだった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ そのつぎに、  をあわせるよ。                 ( 十 )のくらいを計算するんだった。 
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 ちょっとまって！！ 

  のへやには１０本しか入らないんだよ。 

えんぴつ 

消しゴム 

合わせて 

＋ 

１０本より多くなったときは、１０本をたば

にして  のへやに入れるんだったよ。 

３ ８ 

＋ ５ ６ 
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十のくらいに（ くり上げる ）と

いうんだった。 

えんぴつ 

消しゴム 

合わせて 
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ちょっとまって！！ 

  も  のなかまになったんだった。 
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 だから、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ こたえは、（ ９４ ）円。 

 

３ このもんだいで思い出した、たし算のひっ算のしかたをまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 （２けた）＋（２けた）のひっ算のしかたについて、 

（よく思い出したよ・思い出した・少し思い出したかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかった・楽しかった・少し楽しかった）。 

 

４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア  ２４＋５６   ○イ  ７５＋６８   ○ウ  ８８＋１２ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

   

  

 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

たし算のひっ算のしかたは、 

①（ くらい ）をそろえてかく。 

② くらいの（小さい・大きい）（ 一・十 ）のくらいから計算する。 

 ※こたえが 10をこえたら、大きいくらいに（ くり上げる ）。 

③ くらいの（小さい・大きい）（ 一・十 ）のくらいを計算する。 
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 ＋ ５ ６ 
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 ＋ ６ ８ 
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＋  
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 ＋ １ ２ 

１ ０ ０ 

 
（ 百 ）のくらいにくり上げることもあった。 

＋ 

これで、ふく習はかんぺき！  

ようし、もっとたし算のひっ算はかせになるぞ～。 



たし算のひっ算はかせになれるよ no2 

３年  組（                ） 

☆ ふく習は大じょうぶだから、もっとむずかしいもんだいにちょうせんだ～！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ このもんだいで分かっていることをせい理しよう。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数えぼうを使いながら、１５４＋２３７のひっ算のしかたを考えよう。 

 

          ＜ 数えぼう ＞              ＜ ひっ算 ＞ 

      がいるから、へやをふやそう。          （ 百 ）のくらいがいるな。 

 

 

① まず、   と と を分けて、へやに入れるよ。 
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Ｐ３８・３９ そうたさんとこはるさんは、文ぼう具を買いに行きました。 

 

 

 

 

 

 

こはるさんは、ノートと下じきを買います。何円になりますか。 

・文ぼう具コーナーには、えんぴつと消しゴムとノート と下じきの４つがおいてある。 

・こはるさんが買うのは、ノートと下じきなので、えんぴつと消しゴムは考えない。 

・ねだんは、ノート（ １５４ ）円、下じき（ ２３７ ）円で、どちらも（ ３ ）けた。 

・この２つをあわせるので、（ たし 算）になる。 しき（ １５４ ＋ ２３７   ）  

・（ ３ ）けたどうしのたし算は、これまで ひっ算で計算したことが（ ある・ない）。） 

・これまでに（ ２ ）けたのたし算のひっ算はしたことがあるので、そのときと同じように

計算してみよう。 
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② つぎに、 をあわせるよ。             ( 一 ）のくらいから計算しよう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ そのつぎに、 をあわせるよ。            ( 十 ）のくらいを計算しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ④ それから、   をあわせるよ。           ( 百 ）のくらいを計算しよう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ だから、こたえは（ ３９１ ）円。 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

のへや のへや 

ノート 

下じき 

合わせて 

のへや 
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ノート 

下じき 

合わせて 
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＋ ２ ３ ７ 
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９ １  

どうして十のくらいが９になるかと言うと、 

（  くりあげた１と５と３をあわす   ）から。 

＋ 

１ ５ ４ 

＋ ２ ３ ７ 
＋ 

３ ９ １  

１ 

１ 

＋ ＋ 

ここまでは、２けたどうし 

ここから、新しい計算。 

 



３ このもんだいで分かったことをまとめよう。 

 

 

 

 

  ３けたどうしのたし算のひっ算のしかたについて、 

（よくわかったよ・わかった・少しわかったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかった）。 

 

４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア  ２６９＋１０５ ○イ  ３０８＋３０４  ○ウ  ６１２＋１５７ 
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２ ６ ９ 

３ ７ ４ 

百のくらいにくり上げることもあるね。 

３けたどうしのたし算のひっ算のしかたは、２けたどうしのたし算のひっ算のしかた

と（ 同じ ）だ。 

たし算のひっ算は、けた数が（ 大きく ）なっても、同じように計算できる。 
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 ＋ ３ ０ ４ 
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＋  ＋ １ ５ ７ 
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３けたどうしのたし算のひっ算ができるようになって、 

少したし算のひっ算はかせにちかづいたよ。 



たし算のひっ算はかせになれるよ no3 

３年  組（                ） 

☆ ３けたどうしのたし算のひっ算のもっとむずかしいもんだいにちょうせんだ～。 

 

 

１ このもんだいを考えるために、分かっていることをせい理しておくよ。 

 

    

 

 

 

 

 

２ 数えぼうを使いながら、２６５＋１７８のひっ算のしかたを考えよう。 

        ＜ 数えぼう ＞               ＜ ひっ算 ＞ 

① まず、   と と を分けて、へやに入れるよ。   （ くらい ）をそろえてかく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② つぎに、  を合わせる。                      （ 一 ）のくらいから計算する。 
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P４０  ２６５＋１７８をひっ算で計算しましょう。 

・このもんだいは、（ ３ ）けたどうしの（ たし ）算。 

・たし算のひっ算は、けた数が（ 大きく ）なっても、（ 同じ ）ように計算できる。 

・この３けたどうしのたし算のひっ算は、くり上がりが、（ 一 ）のくらいと（ 十 ）の

くらいの（ ２ ）回ありそうだ。 

・このもんだいは、くり上がりに気をつけて計算してみよう。 
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③ そのつぎに、  を合わせる。           （ 十 ）のくらいを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ さい後に、   を合わせる。          （ 百 ）のくらいを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ こたえは、（ ４４３ ）。 

 

３ このもんだいで分かったことをまとめよう。 

 

 

 

 くり上がりが２回あるたし算のひっ算のしかたについて、 

（よく分かったよ・分かった・少し分かったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかったかな）。 

 

 

 

 

 

 

   
 

    

    

    

    

    

    

２６５＋１７８のように、くり上がりが２回あるたし算のひっ算も、 

くり上がりが１回のたし算のひっ算と（ 同じ ）ように計算できる。 
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４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア ３５９＋４５１  ○イ ５３８＋２６７  ○ウ  ５０８＋２９２ 
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 ＋ ２ ６ ７ 

８ ０ ５ 

 

＋  ＋ ２ ９ ２ 

８ ０ ０ 

 

一のくらいや十のくらいの 

０は、（ かく・かかない ）。 

２回くり上がりがあるたし算のひっ算ができるように

なって、もっとたし算のひっ算はかせにちかづいたよ。 



たし算のひっ算はかせになろれるよ no4 

３年  組（                ） 

☆ ３けたどうしのたし算のひっ算のくり上がりはもうかんぺきだよ。 

 

 

１ このもんだいを考えるために、分かっていることをせい理しておくよ。 

 

    

 

 

 

 

 

 

２ 数えぼうを使いながら、６３４＋５８９のひっ算のしかたを考えよう。 

        ＜ 数えぼう ＞               ＜ ひっ算 ＞ 

① まず、  を合わせる。               （ くらい ）をそろえてかく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② つぎに、   を合わせる。              （ 一 ）のくらいから計算する。 
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P４１  ６３４＋５８９をひっ算で計算しましょう。 

・このもんだいも、（ ３ ）けたどうしの（ たし ）算。 

・たし算のひっ算は、けた数が（ 大きく ）なっても、（ くらい ）をそろえてかき、（ 一 ）

のくらいからじゅんに計算できる。 

・この３けたどうしのたし算のひっ算が、たされる数もたす数も、数が（ 大きく ・小さく ） 

なり、くり上がりが（ 百 ）のくらいにもありそうだ。 

・くり上がりに気をつけて、計算してみよう。 

。 
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③ そのつぎに、 を合わせる。            （ 十 ）のくらいから計算する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ さい後に、  を合わせる。             （ 百 ）のくらいから計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤ こたえは、（１２２３）だ。 

 

３ このもんだいで分かったことをまとめよう。 

 

 

 

 

 百のくらいにくり上がりがあるたし算のひっ算のしかたについて、 

（よく分かったよ・分かった・少し分かったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかったかな）。 
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６３４＋５８９のように、百のくらいにくり上がりがあるたし算のひっ算も、 

一のくらいや十のくらいと（ 同じ ）ように、１つ（ 大きい・小さい ）

（ 千 ）くらいにくりあげて計算できる。 
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４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

○ア ７５３＋２６４   ○イ ８５６＋１４９   ○ウ  ９９４＋６ 
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ひき算のひっ算はかせになれるよ no1 

３年  組（                ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ このもんだいで分かっていることをせい理しよう。 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 数えぼうでたしかめながら、３２４－１８２のひっ算のしかたを考えよう。 

       ＜ 数えぼう ＞             ＜ ひっ算 ＞ 

 

 ① まず、３２４をよういする。           （ くらい ）をそろえてかく。 
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P４２ 

P４３ 

 

 

 

 

 

 みさきさんは、３２４ページの本を読んでいます。 

 今までに１８２ページ読みました。 

 のこりは何ページですか。 

・みさきさんの読んでいる本ののこりのページを知りたいので、（たし算・ひき算）になる。 

・しきは、【ぜんぶのページ】（＋・－）【読んだページ】で、（ ３２４ － １８２ ）。  

・ぜんぶのページも読んだページも、（ ３ ）けたです。 

・（ ３ ）けたどうしの（ ひき ）算は、今までに計算したことが（ ある ・ ない ）。 

・（ ２ ）けたどうしのひき算や３けたから２けたをひくひき算は、（ ひっ 算 ）で計算

したことがある。 

・また、３けたどうしでも、たし算は、けたの数が大きくなっても、（ 同じように ）計算

でできた。 

・３けたどうしのひき算も、（ ３ ）けたから（ ２ ）けたをひくひき算と同じように、（ ひ

っ算 ）で計算してみよう。 
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 ② つぎに、 を２本へらす。            （ 一 ）のくらいから計算する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ そのつぎに、 を８たばへらす。         （ 十 ）のくらいを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

    

    

   

 

    

    

    

   

 

    

    

    

これなら  を８たばへらせるよ。 

ちょっとまって！！  のへやには２たばしかないよ。 

そんなときには、   を  １０たば

にかえて、 のへやに入れるんだった。 

それを、（ くり下がる ）と言った。 
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 ④ さい後に、   をへらす。           （ 百 ）のくらいを計算する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ だから、こたえは（ １４２ ）ページです。 

 

 

 

 

３ このもんだいで考えた、３けたどうしのひき算のひっ算のしかたをまとめよう。 

 

 

 

 

 

 

 （３けた）－（３けた）のひき算のひっ算のしかたについて、 

（よく分かったよ・分かった・少し分かったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかったかな）。 

 

４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア  １７２－１５４ 
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（３けた）－（３けた）のひき算も、（３けた）－（２けた）と（ 同じ ）ようにひっ

算で計算できる。 

また、たし算のひっ算と同じように、けた数が（ 大きく ）なっても、（ くらい ）

をそろえてかき、（ 一 ）のくらいから計算する。 

 ※ひけなかったら、大きいくらいから（ くり下げる ）。  
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１ ７ ２ 
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０ １ ８ 

６  
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一番大きいくらいが０になったら、

０は（ かく・かかない ）。  
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とちゅうのくらいが０になったら、

０は（ かく・かかない ）。  

とちゅうのくらいが０になったら、

０は（ かく・かかない ）。 

一番大きいくらいが０になったら、 

０は（ かく・かかない ）。 

  

－  

２ １ ０ 

 － １ ９ ０ 

０ ２ ０ 

 

１  
１  

一のくらいが０になったら、 

０は（ かく・かかない ）。 

これで、ひき算のひっ算もどんどんできそうだ。 

もっとむずかしいもんだいにちょうせんするぞ～。 



ひき算のひっ算はかせになれるよ no2 

３年  組（                ） 

 

 

２ このもんだいを考えるために、これまで学習したことをせい理しよう。 

 

    

 

 

 

 

 

 

      

３ くり下がりに気をつけながら、３２１－１８５のひっ算のしかたを考えよう。 

        ＜ 数えぼう ＞                ＜ ひっ算 ＞ 

 ① まず、３２１をよういする。              （ くらい ）をそろえてかく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② つぎに、 をへらす。                （ 一 ）のくらいから計算する。 
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 Ｐ４４ ３２１－１８５をひっ算で、計算しましょう。 

・このもんだいは、（ ３ ）けた－（ ３ ）けたのひき算のひっ算です。 

・ひき算のひっ算は、たし算のひっ算と同じで、けた数が大きくなっても、同じように計算 

（できる・ できない）。 

・この（ ３ ）けたどうしのひき算のひっ算は、くり下がりが、（ 一 ）のくらいと（ 十 ）

のくらいの（ ２ ）回ありそうだ。 

・（３けた）－（２けた）でも、くり下がりが２回あったもんだいが（ あった・なかった ）。 

・このもんだいも、くり下がりに気をつけて計算してみよう。 

十のくらいから（ １ ）くり下げて、 

（ １１－５＝６ ）です。 

とる くり下げる 

一人でも 

３ ２ １ 

一
の
く
ら
い 

十
の
く
ら
い 

百
の
く
ら
い 

－ １ ８ ５ 

６  

一
の
く
ら
い 

十
の
く
ら
い 

百
の
く
ら
い 

３ ２ １ 

－ １ ８ ５ 

１  

１  



③ そのつぎに、 をへらす。             （ 十 ）のくらいを計算する。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ さい後に、   をへらす。            （ 百 ）のくらいを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤ こたえは（ １３６ ）。 

 

 

 

 

＜ワンポイントアドバイス＞         ５５５－１７７ 

 ひき算がにが手な人は多いですね。 

 正しいかどうかふあんですね。  

 そんなときは何ども計算したり、 

ひき算は、（ たし算 ）にしたり 

してたしかめましょう。 

 

３ このもんだいで分かったことをまとめよう。 

 

 

 

 

 くり下がりが２回あるひき算のひっ算のしかたについて、 

（よく分かったよ・分かった・少し分かったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかったかな）。 

    

    

    

    

    

    

３２１－１８５のようなくり下がりが２回あるひき算のひっ算も、 

くり下がりが１回あるひき算のひっ算と同じように、１つ（ 大きい ）くらいから

くり下げれば、計算できます。 
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どうして十のくらいが３になるかと言うと、 

（くり下げたから のたばは１。１から８はひけなので、 

百のくらいから１くり下げると、１１―８＝３になる       ）から。 

２  

１ ３ ６  

３ ２ １ 

１  １  
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４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア  ３２１－１６４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○イ  ９９０－８９９ 
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百のくらいの計算をわすれずにします。 

（ ４―０＝４ ）  

２  １  

８  １  

一番大きいくらいが０になったら、 

０は（ かかない ）。 

１  ４  

くり下げのあるひき算のひっ算もへっちゃらだよ。 

もっともっとむずかしいもんだいにちょうせんするぞ～。 



ひき算のひっ算はかせになれるよ no3 

３年  組（                ） 

 

 

２ このもんだいを考えるために、これまで学習したことをせい理しよう。 

 

    

 

 

 

 

 

 

      

３ くり下がりのしかたをよく考えて、３０２－１６５のひっ算のしかたを考えよう。 

        ＜ 数えぼう ＞                ＜ ひっ算 ＞ 

 ① まず、３０２をよういする。              （ くらい ）をそろえてかく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ② つぎに、 をへらす。                （ 一 ）のくらいから計算する。 
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ちょっとまって！！ がたりないので、 を １０本にかえようと 

思ったけれど、 がない！！どうしよう。 

 Ｐ４５ ３０２－１６５をひっ算で、計算しましょう。 

・このもんだいは、（ ３ ）けた－（ ３ ）けたのひき算のひっ算です。 

・ひき算のひっ算は、たし算のひっ算と同じで、けた数が大きくなっても、同じように計算 

（できる・ できない）。 

・３けたどうしのひき算のひっ算でくり下がりが（ ２ ）回あっても、大じょうぶ。 

・この３けたどうしのひき算は、ひかれる数の十のくらいが（ ０ ）で、くり下がりがむず

かしそうだ。 

・このもんだいも、くり下がりのしかたをよく考えて計算してみよう。 
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このもんだいが計算できれば、はかせになれるよ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ③ そのつぎに、 をへらす。               （ 十 ）のくらいを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ さい後に、   をへらす。              （ 百 ）のくらいを計算する。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

そんなときには、   を  １０たばにかえて、 のへやに

入れて、そのうちの１たばを １０本にかえて、くり下げるだ。 

これなら  を５本へらせるよ。 
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３ ７  

とる 

－ １ ６ ５ 

とる ２  

１ ３ ７  

３ ０ ２ 

9 

 

 

 

１  

② １くり下げる 

  

一
の
く
ら
い 

十
の
く
ら
い 

百
の
く
ら
い 

３ ０ ２ 

－ １ ６ ５ 

１  

9 
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 ⑤ こたえは（ １３７ ）。 

 

 

 

 

３ このもんだいで分かったことをまとめよう。 

 

 

 

 ひかれる数の十のくらいが０のひき算のひっ算のしかたについて、 

（よく分かったよ・分かったよ・少し分かったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかったかな）。 

 

 

４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア  ３００－１２６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ○イ  １０００－３６８ 

 

    

 

 

 

 

 

 

   
 

    

    

    

     

 
 

   

     

くり下げられないときには、どん 

どん大きいくらいからくり下げる。 

   十がだめなら、百。 

   百がだめなら、千。 

３０２－１６５のような、ひかれる数の十のくらいが０のひき算のひっ算は、（ 百 ）の

くらいからじゅんにくり下げれば、計算できる。 
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４  
１つ大きいくらいからくり下げられないひき算のひっ算が

計算できるようになったら、もうはかせ。おめでとう！！ 

これで、どんなひっ算も計算できるね。 

１ ０ ０  ０ 

 －   ３ ６ ８ 

６ ３ ２ 
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たし算・ひき算のひっ算はかせになれるよ no１ 

３年  組（                ） 

 

 

２ このもんだいを考えるために、これまで学習したことをせい理しよう。 

 

    

 

 

 

 

３ くり上がりやくり下がりのしかたをよく考えて、ひっ算のしかたを考えよう。 

    ＜ ５６７８＋１４１４ ＞          ＜ ８４７２－７６５４ ＞ 

① まず、（ くらい ）をそろえてかく。 

  

② つぎに、 （ 一 ）のくらいから計算する。 

  

 しき（   ８＋４＝１２     ）     しき（  １２－４＝８    ） 
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 Ｐ４７ ５６７８＋１４１４、８４７２－７６５４をひっ算で、計算しましょう。 

・このもんだいは、（ ４ ）けたどうしのたし算やひき算のひっ算です。 

・たし算のひっ算もひき算のひっ算も、けた数が大きくなっても、同じように計算（できる・ 

できない）。 

・このもんだいも、くり上がりやくり下がりのしかたをよく考えて計算してみよう。 

一人でも 
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はかせならできるよ。がんばろう。 
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 ③ そのつぎに、（ 十 ）のくらいを計算する。 

  

  しき（  １＋７＋１＝９   ）      しき（   ６－５＝１   ） 

④ さらに、（ 百 ）のくらいを計算する。 

 

  しき（   ６＋４＝１０   ）      しき（  １４－６＝８  ） 

④ さらに、（ 千 ）のくらいを計算する。 

  

  しき（  １＋５＋１＝７   ）      しき（  ７－７＝０  ） 
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３ このもんだいで分かったことをまとめよう。 

 

 

  ４けたどうしのひっ算のしかたについて、 

（よく分かったよ・分かったよ・少し分かったかな）。 

    今日の学習は、（とても楽しかったよ・楽しかった・少し楽しかったかな）。 

 

 

４ 学習したことを自分のものにするために、れん習もんだいをしよう。 

 ○ア  ９８７６＋５９     ○イ  １２５０－８５２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

    

 

     

     

     

    

 

     

     

     

３けたでも４けたでも、（ 何 ）けたでも、ひっ算で計算できる。 

0 

  
１  

これで、あなたはたし算・ひき算のひっ算はかせ。 
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